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埼玉県議会令和元年5月臨時会

MaaS「モビリティ・アズ・サービス」マースなどを社会
インフラとする新しいまちづくりの協議会の設立に参加

埼玉県議会令和元年6月定例会
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実績【全国初 がんワンストップ相談を実現！】
事業の実施内容について県担当職員と意見交換� 2019年7月1日�

 

昨日、常任委員会終了後、同僚の萩原一寿議員と共に「がんワン
ストップ相談」が実施される県男女共同参画推進センター（With 
You さいたま）を訪問。担当職員から事業の詳細について伺いまし
た。（以下、2019 年 7 月 13 日公明新聞掲載記事から抜粋）

 

がん治療と仕事　両立支えます／埼玉県が月２回の平日ワンストップ相談窓口

　働くがん患者の治療と仕事の両立を支援するため、埼玉県は１１
日から、看護師や医療ソーシャルワーカーなど複数の専門家が治療
や経済面などの個別相談に応じ、対応策を提案する「がんワンストッ
プ相談」をスタートした。医療機関以外での複数の専門家によるワ
ンストップ相談は全国初の取り組み。公明党の蒲生徳明、萩原一寿
の両県議が実現に尽力した。

■駅の近くで帰りの時間／複数の専門家が対応
　がんワンストップ相談は、埼玉県が独立行政法人労働者健康安全機
構・埼玉産業保健総合支援センターとの共催で、さいたま市内にある県
男女共同参画推進センター（With You さいたま）で実施。がん患者が
終業後に利用できるように月２回、平日の夜間に相談窓口を設置した。
　対象は、県内在住か在勤で就労中のがん患者（休職中も含む）。相談
に対応するのは看護師、医療ソーシャルワーカー、社会保険労務士らの
専門家だ。さらに、自己の経験を基にアドバイスするピアサポートを行
えるがん経験者も加わる。治療を受けながら働いている人向けに時短勤
務制度、高額療養費制度、休職中の対象者に支給される傷病手当金の
紹介など、個別のケースに適応した対応策を提案する。
　厚生労働省の調査によれば、働くがん患者は全国で 32 万人以上と推
計されている。医療の進歩により、がんの部位や種類によっては働きな
がらの治療が可能になりつつある一方、がんと診断された後に退職を選
択したり、解雇されたりする患者も多いとされている。

■患者の就労継続に力
　県はこれまで、県内のがん診療連携拠点 13 病院のうち、一部の
病院で社会保険労務士らによるがん患者の就労支援相談を実施して
きた。だが、がん患者の通院日と専門家が対応する相談日が重なる
とは限らないことや、実施病院が駅から遠く利用しにくいなどの課
題があった。
　より相談しやすい環境を働くがん患者に提供するため、県は今回、
JR さいたま新都心駅から徒歩 5 分にある With You さいたまに相談
窓口を構えた。相談時間は午後 6 時 15 分から同 8 時半までで、仕
事帰りに立ち寄りやすくしているのも特徴だ。相談は無料だが、事
前予約が必要。申し込みは、県疾病対策課への電話かメールで受け
付ける。今月は 11 日と 25 日に実施し、8 月以降の相談日は県ホー
ムページに掲載している。同課によれば、年間で延べ約 200 人の利
用を見込んでいるという。

■公明が推進
　県議会公明党（西山淳次団長）は、「がんワンストップ相談」を
はじめ、がん患者への相談支援体制の整備を一貫して推進してきた。
　蒲生県議は 2016 年 12 月定例会で、がん患者の悩みや不安解消に
向け病院外への相談窓口設置を提案。萩原県議も昨年２月の予算特
別委員会で窓口の早期開設を訴えていた。
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